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 命のつまった田んぼを育む  コウノトリ育む農法

一般的に、豊岡では６月ごろ
に田んぼの水を全部抜きます
（中干し）。コウノトリの餌場
を確保するため、オタマジャ
クシがカエルに変態するのを確認してから、中
干しします（一般的な農法より１カ月程度遅い）。

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
餌
場
と
な
る
田

ん
ぼ
で
は
、
た
く
さ
ん
の
生
き
も

の
を
増
や
す
取
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
平

成
15
年
に
わ
ず
か
0
・
7
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
面
積
で
始
ま
っ
た「
コ

ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」。
平
成
26

年
に
は
約
2
9
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

拡
大
し
、
約
2
9
0
人
の
生
産
者

が
、
農
薬
や
化
学
肥
料
に
頼
ら
な

い
、
手
間
暇
掛
け
た
お
米
を
生
産

し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
み
は
販

売
店
を
は
じ
め
と
す
る
事
業
者
や
、

こ
の
お
米
を
食
べ
る
消
費
者
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
豊
か
さ
を
増
し
た
田
ん
ぼ
と
水

路
を
つ
な
ぐ
水
田
魚
道
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
先
に
あ
る
川

で
は
、
河
川
敷
を
浅
く
掘
っ
て
湿

地
を
造
っ
て
い
ま
す
。

　
食
料
生
産
の
現
場
が
同
時
に
生

物
多
様
性
保
全
の
現
場
に

̶

田
ん

ぼ
に
は
、
ド
ジ
ョ
ウ
や
ヤ
ゴ
、
カ

エ
ル
な
ど
の
生
き
も
の
が
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
環
境
学

習
の
場
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
も
、

帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　おいしいお米とさまざまな生きものを同時
に育むのがコウノトリ育む農法です。水管理
などでさまざまな工夫をし、安全安心なお米
を生産しています。

　
大
食
漢
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住
め
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
は
、
餌
場
と

な
る
豊
か
な
湿
地
の
生
態
系
を
取
り
戻
す
こ
と
で
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、

田
ん
ぼ
、
水
路
、
川
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。

　
中
で
も
農
業
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
を
中
心
と
し
た
湿

地
に
は
、
ナ
マ
ズ
や
フ
ナ
、
ト
ン
ボ
な
ど
の「
命
」が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
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ク
タ
ー
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《コウノトリ育む農法の栽培面積》

冬期間に田んぼに水を張
る冬

とう

期
き

湛
たん

水
すい

や、田植えの
１カ月前から水を張る早

そう

期
き

湛
たん

水
すい

など、水管理を工
夫しています。

雑草を抑えるため一般的
な農法より深い水深で管
理（水深８cm程度を維持）。
コウノトリを絶滅に追い込
んだ農薬には頼りません。
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ラムサール条約登録湿地
～世界が認めた ｢自然再生｣～
　さまざまな生きものの命を育む国際的に重要
な湿地として、平成24年７月にラムサール条約
に登録された『円山川下流域・周辺水田』。自然
再生の積み重ねによってさらに豊かさを増した
湿地環境の下で、コウノトリが暮らしています。

▲出石川に創出した
　加

か

陽
や

湿地
▲野生コウノトリが来た
　ハチゴロウの戸

と

島
しま

湿地
▲区民が主となり整備した
　田

た

結
い

湿地

生 

産  

と  

販 

売  

の
〝
現 
場
〞

こだわりのお米を市場に提供
　コウノトリ育む農法の開発で、生命を慈

いつく

しみ、
自然と共生する農業が実現しました。
　生命が躍動する田んぼで育つ｢コウノトリ育む
お米｣は、田んぼのエネルギーを吸い上げ、自然
の力で作るお米です。統一した農法と生産者の
努力で、こだわりと品質を確保。消費者からは
｢安心して食べられることがうれしい｣と好評で
す。７月に発売したパックごはんの販売も好調
です。
　このお米は、先進的な特別栽培米として、全
国的に知られています。さらに取組みを強化す
るために、平成27年、JAたじまでは最先端のカ
ントリーエレベータ
ーが完成。全国トッ
プクラスのこだわり
のお米を全国の市場
に提供していきます。

塩見真仁さん
しおみまさひと

JAたじま米穀課

コウノトリに選ばれる
田んぼ作り
　家族や消費者のために安
全な米作りをしたいと思っ

ていました。平成４年、区にコウノトリ野生復
帰拠点施設を作る話があり｢米作りに農薬は使え
ないな｣という話が自然に出てきました。平成15
年からは、県や市の指導でコウノトリ育む農法
に取り組んでいます。それまでやってきた一般
的な農法と違うので、不安もありましたが｢失敗
しても仕方がない、やってみよう｣の気持ちで取
り組みました。
　朝起きて玄関から田んぼを見ると、コウノト
リが餌をついばんでいます。無農薬の田んぼを
好んで来ます。安全な田んぼが分かるんですね。
　コウノトリの郷営農組合から始まった安全・
安心な米作りが、各地に広がっていることを誇
りに感じます。

畷　悦喜さん（77）祥雲寺
なわてえつよし

農業

よみがえった
新たに生まれた

▲ソデグロヅル（左）とコウノトリ（右）の
ツーショット

▲冬期湛水の田んぼにはコハクチョウも
飛来

▲市内に25本立つ人工巣塔
　（コウノトリの巣）

水
辺
環
境

特集　命を育む町 豊岡


